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乾田直播における7条型グレンドリルの改良

－タイヤ跡消装置の試作－

菅原信義・吉田由之佐・伊藤正吾・岩渕竜夫

（宮城県農試）

1ま　え　が　き

水稲の鹿田直播栽培を進める場合，播種作業時の土壌

条件として，2用以下の土塊が609占以上必要である。

これらの土壌条件を基に，乗用トラクターに7条型グレ

ンドリルを装究して，播種作業を行なうと，トラクター

の車輪跡が約10ビ爪前厄に深い溝状となる。そこが播種条

になると，播隆位置が不安定となり，覆土瓜の作用が不

能となったり，逆に覆土が厚過ぎて，発芽不良を招くの

で，トラクターの車輪跡を解消し，播種精度の向上を期

すため，トラクタータイヤの跡消し装置を試作し，検討

した。

2　供　　試　　機

スター式　7条型　グレソドリル

ファーガソソトラクター　FE35Ⅹ

3　試作装置の概要

車輪跡は，トラクターにより踏圧されるので，その潜

状のところを，膨軟に掘り耕す必要がある。そこでカル

チベーターの瓜を利用し，一方の申輪跡部に，3本づつ

作用するようにした。取付け位置は，施肥瓜取付けヒッ

チを利用し（この場合，施肥は全面に手まきと　してい

る），播種機ツールノミーの前に，中央の一本を出し，両

端の2本はツールバー後部に振付けた。瓜の作用間隔

は．頓輪跡の巾の関係よりみて，100％とした。また土

壌により，枠上状態，車輪の沈下程度がことなり，カル

チ瓜の作用効果に影響するので，最良の効果を旧せるよ

うに．カルチ瓜の上下アジャストを可能にし，その範囲

を250m／仇とした。

次に，カ′レナ瓜の作用後，地表を均平にして覆土の厚

さを一掛こし，申輪跡のカルチ後に出来る凸凹を解消す

る目的で，排上均乎装置を取付けた。装置は，厚さ5

％，巾150％の鉄板を使い，図のように，中央は播種機

のツールバーより280％前に出し，そこより左右に，イ

ソボリュートカープに沿って．播種瓜の直前で，車輪跡

部まで作用するようにした。作用巾は，1570％で，－一行

程の播種巾（1500冤）に充分作用させた。播種枚への取

付けは，アングル2本とボート1本を使い，3点で装着

させ，カルチ瓜と同掛こ，上下の調節アジャストを190

％の範関で可能にした。
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第1園　跡消装置取付側面図及び平面図

4　結果の概要

1・カルチ瓜の作用効果は良く，左右に各3本使用す

れば，ほぼ完全に近い効果が見られた。なお，未熟堆肥

または素わら等が地表に多く散在している圃場では，中

央の一本だけ使用しても効果は大きかった，（40年度．
実験農場にて確認）。

2・皿を左右各3本使用する場合は，中央の瓜を排上

均平板の下端より20～30冤浅くすると良いようである。
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3．排土均平板は，イソボリュートカープにしたが，

材質が鉄製のためその働きは充分認められないが，地表

土が左右に，スムースに流れさえすれば，円孤または直

線的にしても良いと考えられる。

4．排土均平板の作用は良く，車輪跡の満都は．完全

阻解消された。

5．覆土の厚さも，ほは一定で，極端な無覆土あるい

は厚過ぎによる発芽不良は，認められなかった。
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6・欠株は前年度で車輪跡部が22％前后．その他の条

でも10％以上みられたが，本年度は，各条とも5％以下

で，かなり大きな効果が認められた。

7・この跡消し装置を，このままの主要で（とくに．

寸法，角嵐材質および取付け位置）グレソドリルに装

着し，完成品とするまでは種々検討を加える必要がある

が，基本的な考想としては，充分実用に供し得ることが

確認された。

外国製直流型コンバインの改良に関する考察

岩渕　竜夫・青田由之佐・橋本　文雄

（宮城県刻試）

1ま　え　が　き

農業構造改善事業は，農業所得の増大を期するため着

々と進行してきているが，そのなかでとくに乗用トラク

ター．コソパイン，ライスセンターなど大型機械の導入

が必要となってきた。

乗用トラクター等はすでに実用化されているが．刈取

り，脱穀の作業については4～5年前から外国製コソパ

インが輸入され本格的に使用されてきている。

しかし輸入コンバインの中にも，バウツT600コンバ

インのように選別ロスが10～20％とかなり多い機種もあ

り，またインターナショナル93コンパイソのように2～

3％とロスが極めて少ない機種もあるので，今回は丙コ

ンバインの選別部につき，機構的に比較し考察してみ

た。

2　コンバイン選別部諸元

第1表　パウツT600コン㌧ペイソ及びインターナショ

ナル93コン㌧ペイソの選別部諸元

式

イソターナ

ショナル93

3　作　業　結　果

第2表　バウツ600コンバインの作業結果
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